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○ 火災件数 
   令和７年中における市内での火災件数は１９件で、令和６年と比べると３件

減少となりました。 

○ 死傷者 
死傷者数は５名で、内訳は､死者２名､負傷者３名でした｡ 

○ 消防団の出動 
１９件発生した火災のうち、消防団が出動した件数は５件でした。 

○ 原因別 
原因別では、火入れ３件、こんろ１件、灯火 1件、取灰１件、衝突の火花１

件、その他２件、不明１０件でした。 

○ 火災種別 
火災種別ごとに見ると、建物火災が９件で、林野火災０件、車両火災４件、

その他の火災が６件発生しました。 
 

○ 土岐消防の対策 
毎年火災により尊い命や財産が失われ、死傷者の多くは住宅火災で発生し、

その多くは高齢者となっています。 
消防本部では、火災による死傷者を低減するため、住宅用火災警報器設置

の呼びかけなどの「住宅防火対策」、警戒巡視などによる「放火火災防止対
策」、各施設への立入検査および消防訓練の立会い、高齢者への防火指導を
行い、火災のない安心して暮らせるまちづくりを推進します。 

 

直近の火災状況および前年との比較               

 

    令和５年 令和６年 令和７年 増減 

火
災
件
数 

合計 17（6） 22（5） 19（5） -3 

建物火災 10（6） 14（5） 9（5） -5 

林野火災 0 1 ０ -1 

車両火災 0 2 4 ＋2 

その他の火災 7 5 6 ＋1 

死
傷 

者
数 

死者 2 1 ２ ＋１ 

負傷者 4 4 ３ -1 

損害額（千円） 237,192 71,174 76,578 ＋5,404  

※損害額は調査中を含まず。（）内の数字は消防団が出動した件数 

 

火 災 概 況 

前 年 と 比 較 す る と ､ 建 物 火 災 の 件 数 が 減 少 し ま し た 。  
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土岐津 下石 妻木 鶴里 曽木 駄知 肥田 泉 

【住宅用火災警報器設置箇所】 

【調査結果】 

土岐市 岐阜県 全国 

７２．０％ ８２．０％ ８４．９％ 

 

月別火災件数 

住宅用火災警報器設置状況について 

地区別火災件数 

地震が引き起こす電気火災には「発生直後の火災」と停電から電気が復旧した際の「通電

火災」の 2 種類があります。「通電火災」とは、停電から電気が復旧した際に転倒・破損し

た家電製品に通電することで火災が起きる現象です。 

「感震ブレーカー」とは、地震の大きな揺れを感知して電気を自動で遮断する器具で電気

を自動で遮断する器具で、地震の際の電気火災の発生を抑制する効果があります。 

電気火災対策には感震ブレーカーが効果的です！ 

住宅用火災警報器 取り付けていますか？ 

 



 

  

 

○ 救急件数 
令和７年中における救急件数は３，１０３件で、令和６年中の３，０６２

件と比較して４１件の増加となりました。これは、1 日平均約８．５件出動

したことになります。 

搬送人員は２，９０５人で市民約１８人に１人の割合で救急搬送されてい

ることになります。  

全国的な高齢化の進行により、本市においても全搬送人員の約６９％を 

６５歳以上の高齢者が占めています。 

（令和７年１１月末日の人口５３，５２５人 土岐市ホームページより） 

○ 最も多く発生した事故種別は急病 
救急事故種別では、急病２，０４０件で令和６年と比較して９３件の増加、

一般負傷４３３件で７８件の減少、交通事故１９２件で３２件の増加、その

他４３８件で６件の減少となりました。 

○ 約３４％は軽症程度 
救急搬送した２，９０５人のうち約３４％にあたる９８４人の方が、医師

により入院の必要がないと診断された「軽症」の方でした。本当に救急車が

必要な人のもとへ１秒でも早く救急車を到着させ、大切な命を救うために、

救急車の適正利用にご協力をお願いします。 

 
 

直近の救急状況および前年との比較 
    令和５年 令和６年 令和７年 増減 

救
急
件
数 

合 計 3,169 3,062 3,103 ＋41 

急 病 2,099 1,947 2,040 ＋93 

一般負傷 481 511 433 -78 

交通事故 162 160 192 ＋32 

その他(上記以外) 427 444 438 -6 

搬送人員 2,883 2,806 2,905 ＋99  

１日平均件数 8.68 8.37 8.50 ＋0.13  

 

軽症 

34% 

中等症 

54% 

重症以上 

12% 

傷病程度割合 

軽症 中等症 重症以上 

救 急 概 況 

６５歳以上の救急事案が全体の約６９％を占めています。

。  

 

軽 症…入院を必要としないもの 

中等症…傷病の程度が重症または軽症以外のもの 

重 症…３週間以上の入院加療を必要とするもの 
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月別救急件数 

地区別救急件数 

 

 

 

 

「マイナ保険証活用で円滑な救急搬送へ」 

ご理解をお願いします 

★マイナンバーカードを見せるだけで以下の情報が伝わります 

実証事業に関する 

情報は消防庁 HP でも 

ご覧いただけます。 



 

 

 

○救助件数 

  令和７年中における救助件数は４８件で、令和６年と比較して１０件の増加と

なりました。 

○最も発生した事故種別は交通事故 

  土岐市では救助件数のうち交通事故が約３８％を占めています。土岐市には中

央自動車道、東海環状自動車道及び、ジャンクション等多数の幹線道路が整備さ

れており、それらの沿線には大型商業施設もあります。多くの車両が往来するこ

とから交通事故が発生しやすい地域と言えます。 
 

直近の救助状況および前年との比較 

  
令和５年 令和 6 年 令和 7 年 増減 

救
助
件
数 

合計 32 38 48 ＋１０ 

交通事故 16 19 18 -１ 

その他 16 19 30 ＋11 

活動件数 24 29 33 ＋４  

救助人員 26 32 33 ＋１  
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救 助 概 況 

交通事故による救助事案が全体の約 3８％を占めています。 

 

地区別救助件数
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月別救助件数 


